
スペイン語で綴る

土 佐 日 記
            紀　貫之  著

伊藤昌輝 　エレナ・ガジェゴ・アンドラダ　共訳

四六判・並製・216 頁       定価 1,988 円 (10%税込 )
ISBN978-4-88463-129-1

『「土佐日記」は、男性が自分を女性に仮託、前代未聞の「和文・仮名づかい」を達成したことにより日本語
の将来を変えたといっても過言ではないしょう…貫之は土佐在任中に庇護者のすべてと愛児を失い、救い
難い喪失感に苛まれながら帰京し、彼の心は過去への悔恨と将来への危惧で責め苛まれていたはずです。
その鬱屈した心情を晴らすためにも誰かに語りかけねばならなかったと思われ、それが『土佐日記』となっ
たのでしょう。』( 訳者序文より )

スペイン語・日本語バイリンガルシリーズ第９弾！！！
日本文学史上初めての日記文学であり、日本の女流文学に多大な影響を

与えた『土佐日記』がバイリンガルで初の書籍化！！！

伊藤昌輝   ( いとう　まさてる）
元駐ホンジュラス大使、駐ベネズエラ大使。訳書に『コルテスの報
告書簡』（法政大学出版局）。アルゼンチン、ベネズエラにて日本文
学スペイン語翻訳書多数。日本語とスペイン語のバイリンガル書と
して『スペイン語で奏でる方丈記』（大盛堂書房 )その他がある。
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De esta manera, pasaron el pinar de Uda. No se 
sabe cuántos pinos se hallan allí, ni cuántos miles 
de años han vivido. Las olas azotaban las raíces de 
cada pino, y entre sus ramas revoloteaban las grullas. 
No satisfecho con contemplar tan sólo el fascinante 
paisaje, un pasajero compuso este poema :

¡Qué espectáculo!
En cada copa de los pinos de la playa
se posa una grulla;

grullas y pinos.  

 

　こうして宇多の松原を過ぎて行きます。その松の数がどれ
ほどで、何千年を経たともわからない（ほど大きい松がたく
さんあります）。松の根元ごとに浪が打ち寄せ、枝ごとに鶴
が飛び廻っています。すばらしい景色だと見ているだけでは
不十分なので、船中の人が詠んだ歌は、

　　　見渡せば松のうれごとにすむ鶴は
　　　　　　　　千代のどちとぞ思ふべらなる

とかいうのでした。

（松原を見渡すと、松の梢ごとに棲
す

んでいる鶴は、
自分が千年の齢

よわい

を持っているので、同じく千年生き
る松を、親しい友人と思っているようです）
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